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研究課題名 進行肝癌の予後因子探索

研究の意義・目的

　これまで抗癌剤が効き難いとされていた進行肝癌においても，期待できる抗癌剤が
登場し，どの順番で，どのように投与するか判断することが重要になってきました．
　本研究では，進行肝癌患者の予後因子について探索し，最適な治療法を検討しま
す．

研究期間 承認後～2021年12月31日

研究対象者の範囲
大阪市立大学医学部附属病院の肝胆膵内科で、肝癌の診断および治療のため通院もし
くは入院加療をしている患者さまが対象です。

利用又は提供する
試料・情報の項目

血液、肝組織、画像データ、検査データ、診療記録等

利用者の範囲 自施設のみ

試料・情報の管理
について責任を有
する者の氏名又は
名称

研究代表者：大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学　萩原淳司

拒否機会の保障
本研究の対象者の方は、問い合わせ先に連絡することによっていつでも本研究への参
加を拒否することができます。また、研究への参加を拒否されても、診療に関する不
利益等を受けることは一切ありません。

拒否を受け付ける
方法

研究責任者：大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学　萩原淳司

大阪市阿倍野区旭町1-4-3
電話06-6645-2316 FAX 06-6635-2318

研究実施についてのお知らせ

大阪市立大学大学院医学研究科
肝胆膵病態内科学


